
プリオン病サーベイランスデータの管理・
運用の研究

解 説

1. 2003〜2014年度までに厚生労働省に登録された1671例を対象として、
無動・無言をアウトカムに設定し、登録時の個人票情報を説明変数とし
て人工知能による予後予測モデルを構築した。

2. 予後予測モデルにおいて、発症から無動・無言までの期間（月）が最も
短いクラスタ（CL）3から最も長いCL0までの5つのクラスタに分類できた。

3. 各CLの特徴として、PSDの出現頻度が有意にクラスタ間で差が認めら
れ、無動・無言までの期間が長い順に、PSDの出現頻度が増大する傾
向が示された。一方、Tau、NSE、14-3-3蛋白質との相関は認められな
かった。
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人工知能による機械学習による無動・無言を予測するモデルの構築

機械学習により得られた5つのクラスタの特徴
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